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■保険者機能強化推進交付金【予算額：約１９０億円】
　ＰＤＣＡの実施状況や人材確保、介護給付適正化などの保険者機能強化の取組を ■評価結果の特徴
総合的に評価 ・毎年度、高い得点を獲得しており、令和２年度は満点を達成した
■介護保険保険者努力支援交付金【予算額：約１９０億円】 ■今後の取組
　介護予防・健康づくりの取組を特別に評価【令和２年度より実施】 ・今後も、満点の獲得を目指し保険者機能の強化に向けた体制等の構築の一層を図る

○受領した各交付金は、評価項目に関する事業にそれぞれ活用できる ■評価結果の特徴
○どちらの交付金も評価指標の達成状況と第一号被保険者数に応じて ・全体としては県平均より高い得点を獲得しているが、（２）地域包括支援センター
　全国の各市区町村で分配 　・地域ケア会議及び（５）介護予防／日常生活支援の得点が低く改善に取り組む

　必要がある
■今後の取組
（２）地域包括支援センター・地域ケア会議に関する取組
・高齢者サポートセンターの夜間・早朝、平日以外の緊急連絡先を市ホームページに
　掲載し、夜間・早朝、平日以外でも、緊急時に高齢者サポートセンターに連絡を
　行えるようにする
・千葉県労働局等と連携し、介護離職防止に向けた施策の推進を図る
（５）介護予防／日常生活支援に関する取組
・通いの場における高齢者等の参加者数を増やす
・医師会等の関係団体と連携し介護予防の推進を図り、通いの場での健康チェック
　の取り組みも行えるように検討していく

■評価結果の特徴
・県平均を上回る得点を獲得しているが、（１）介護給付の適正化等は得点率６０％
　以上、（２）介護人材の確保は７０％以上の得点率となっており、より高い得点を
　獲得できるよう改善に取り組む必要がある
■今後の取組
（１）介護給付の適正化等
・医療情報との突合件数を増やす方法の検討や、サービス付き高齢者向け住宅入居者
　のケアプランの提出も求め点検を行っていく
（２）介護人材の確保
・第８期計画に、介護人材の確保・資質の向上、業務の効率化・質の向上についての

※保険者機能強化推進交付金と令和2年度より実施された介護保険保険者努力支援交付金の評価結果 　事項を掲載する
　の合計値を掲載 ・ボランティアポイント制度の取組について検討する
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１．概要

２．評価結果の推移（平成３０年度～令和２年度）

保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金について

３．評価結果の特徴と今後の取組

Ⅰ ＰＤＣＡサイクルの活用による保険者機能の強化に向けた体制等の構築

Ⅱ 自立支援、重度化防止等に資する施策の推進

Ⅲ 介護保険運営の安定化に資する施策の推進
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Ⅲ 介護保険運営の安定化に資する施策の推進
Ⅱ 自立支援、重度化防止等に資する施策の推進
Ⅰ ＰＤＣＡサイクルの活用による保険者機能の 強化に向けた体制等の構築

（点）

462 510

937

県平均

344 383

742

満点 市川市 県平均 満点 市川市 県平均 満点 市川市 県平均
H30年度 82点 72点 51点 460点 330点 261点 70点 60点 33点 55,585千円
R1年度 80点 78点 54点 529点 380点 298点 83点 52点 32点 57,146千円
R2年度 ※ 140点 140点 111点 1,195点 635点 546点 240点 162点 86点 87,286千円
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